
 
 
 

 

 
 

 
 

新潟港海岸シンポジウムを開催します 

 
１．日時：令和５年９月２８日（木）１３：００～１５：００ 

 ２．会場：新潟市民プラザ （NEXT 21 ６階） 

           新潟市中央区西堀通六番町 866 

           ※オンラインでも同時開催します（Microsoft Teamsによる） 

    ３．プログラム 

       １２：３０ 開場 

       １３：００ 開会 

       １３：０５ 挨拶 新潟港湾・空港整備事務所長 

       １３：１５ パネルディスカッション 

             「よみがえった砂浜と未来への利活用」 

１５：００ 閉会 

 
 

     

北陸地方整備局 

新潟港湾・空港整備事務所 

記 者 発 表 

発 表 日 時 

令和５年８月２９日 

 
 北陸地方整備局では、新潟港海岸（西海岸地区）直轄海岸保全施設整備事業として、離

岸堤〈潜提〉、突堤、護岸〈養浜〉を総合的に組み合わせる｢面的防護工法｣による整備を昭

和 61 年度から着手し、令和 4 年度に整備が完了しました。  

  海岸整備が完了したことにより、国土が保全され、背後地域の侵食や浸水被害が解消さ

れるとともに、海岸での散策、海水浴、レクリエーション、スポーツなど様々な海岸の利活用

が可能となりました。 

本シンポジウムでは、新潟港海岸（西海岸地区）の整備完了とパネルディスカッションを

通じた海岸の利活用に関する取組について、一般の皆様に幅広く知ってもらうことを目的に

開催いたします。 

参加費は無料で、オンラインでも同時開催致します。 
 どなたでも聴講は可能ですので、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
 

同時発表記者クラブ 
 

 

        

 

（問い合わせ先） 

国土交通省 北陸地方整備局 

新潟港湾・空港整備事務所 

副所長（技術） 竹内
たけうち

 悟
さとる

 

先任建設管理官 宮坂
みやさか

 義
よし

朗
あき

 

TEL025-222-6111（代表） 

新潟県政記者クラブ 

新県政記者クラブ 

専門紙 



12：30 開場

13：00 開会

13：05
挨拶

新潟港湾・空港整備事務所長 山形 創一

13：15
パネルディスカッション
「よみがえった砂浜と未来への利活用」

15：00 閉会

プログラム

主催／国土交通省 北陸地方整備局 新潟港湾・空港整備事務所

パネリスト

日時：令和5年9月28日（木）

13：00～15：00

会場：新潟市民プラザ（NEXT21 6階)
新潟市中央区西堀通六番町866

入場無料・事前申込み
※オンラインでも同時開催します

（Microsoft Teamsによる）

どなたでも聴講は可能です！

時 間 内 容

コーディネーター

栗山 善昭氏

くりやま よしあき

一般財団法人 沿岸技術研究センター
特別研究監

パネルディスカッション

ＮＰＯ法人 新潟海洋開発
代表理事 本間 海渡 氏

ＮＰＯ法人 日本ビーチ文化振興協会
副会長 吉澤 裕子 氏

新潟市中央区役所 地域課
佐藤 夏樹 氏

ＢＳＮ新潟放送 メディアビジネス局
西山 一樹 氏



バス
ＪＲ新潟駅万代口（北口）
駅前バスターミナルより
萬代橋ライン、有明線、
信濃町線、鳥屋野線、
西小針線、浜浦町線で
「古町」バス停下車、
徒歩１分

お車
新潟バイパス桜木 ICより
約１５分

◆はがきでのお申込み
・はがきの裏面に下記（１）～（６）をご記入のうえ、宛先まで送付願います。
（１）お名前
（２）会社名
（３）会社もしくは個人住所
（４）聴講方法（会場・オンライン聴講 のいずれか）
（５）連絡可能なお電話番号
（６）オンライン聴講希望の方はメールアドレスと聴講予定人数

申込方法

定 員：会場（新潟市民プラザ）３００名（先着順）
参加費：無料
申 込：インターネット、はがき でのお申込み
〆 切：９月２０日（水）必着
宛 先：〒951-8011

新潟市中央区入船町4丁目3778番地
問合せ：新潟港湾・空港整備事務所 第四建設管理官室
TEL   ：025-222-6111（代表）

アクセス

◆オンライン聴講について
・「オンラインで聴講」を選択された方には、申込用紙に記載のメールアドレス宛に

Teamsの参加URLをお送りいたします。
・通信容量の負担軽減のため、１組織１回線での参加とさせていただきます。

ご協力をよろしくお願いいたします。
・複数名で受講される場合は、代表者の氏名と聴講予定人数を記載し、

お申し込みください。

◆インターネットからのお申込み
・下記URLもしくは右記QRコードから申込フォームにアクセスし、入力してください。

URL：https://forms.office.com/r/mxSHA9iXjA

新潟港海岸（西海岸地区）は、信濃川河口部左岸より関屋分水までの約6㎞の間に位置しており、明治
までは信濃川から供給された豊富な土砂の堆積により発達してきた海岸です。

しかし、信濃川の河川改修や西突堤工事等が行われ、信濃川上流部から運ばれる土砂量が減少したほか
地下水の汲み上げによる地盤沈下の影響により海岸線の侵食がはじまったと考えられ、明治から昭和に至
るまでに砂浜は最大350mも後退しました。

そこで、北陸地方整備局が直轄海岸保全施設整備事業として、離岸堤〈潜堤〉、突堤、護岸〈養浜〉を
総合的に組み合わせる「面的防護工法」による整備を昭和61年度から開始し、令和4年度に整備が完了し
ました。

海岸整備が完了したことにより、国土が保全され、背後地域の侵食や浸水被害が解消されるとともに、
砂浜が復元されたことで、散策、海水浴、レクリエーション、スポーツなど様々な海岸の利活用が可能と
なりました。

本シンポジウムは、一般の皆様を対象に新潟港海岸（西海岸地区）の整備完了とパネルディスカッショ
ンを通じた海岸の利活用に関する取組について幅広く知ってもらう機会を作り、新潟県全体の海岸利活用
の醸成を図るために開催いたします。

、

https://forms.office.com/r/mxSHA9iXjA
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